
 

 

 
 

 
～深まる秋。落ち着いた生活をしよう～ 

教室を吹き抜ける風も、急に肌寒く感じるようになりました。日中と朝晩の寒暖差があり、体調を崩し

やすいですが、日頃から十分な睡眠を心掛けて、体調を整えていきましょう。 

5・6・7 組では、中学校区の三校合同スポーツ交流会と、一笑祭りに向けて準備を進めています。飾

りを作ったり、司会や説明の言葉を繰り返し練習したりして、子どもたちは一生懸命練習に取り組んでい

ます。どの子もみんな自分なりに工夫して係の仕事を頑張る姿がすてきです。子どもたちのアイデアがた

くさん詰まったスポーツ交流会と一笑祭りになりそうです。 

また、過ごしやすい季節になってきたので、日々の学習にも力を入れ、落ち着いた生活ができるように

していきたいです。 

 

校納金の引き落としについて 

今月の校納金引き落としは11／2５（火）です。前日までに口座の御確認をお願いします。 

３年 11,170 円 （給食費 8,970 円 ＋ 学校徴収金等 2,200 円） 

４年 11,420 円 （上記 ＋ 2,450 円） 

５年 11,920 円 （上記 ＋ 2,950 円） 

６年 12,690 円 （上記 ＋ 3,720 円） 

 

 

 

 

 

※紙で配付したものには、写真を掲載しています。 

 

 

11月 18日（火）の一笑フェスで、アルミ缶を使った 

お店を出します。ご家庭に、アルミ缶がありましたら 

学校に持たせていただきたいです。 

御協力よろしくお願いします。 

 

 

令和７年１０月３１日（金） 

 富士第一小学校５・６･７組

文責：佐野 
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登下校の仕方について 

学校では、周辺環境や交通事情を考慮し、児童が最も安全に登下校できるであろうと判断した経路を、通

学路として指定しています。 

しかし、「こちらの方が近道だから」「友達と一緒に歩きたいから」などの理由により、年度当初に保護者

の方から申請していただいたコースとは別の道を歩いている児童がいるようです。 

また、登下校中に広がって歩く、車道にはみ出す、鬼ごっこなどの遊びをしながら歩く等、心配な姿も見

られます。 

学校でも引き続き安全な登下校の仕方について指導をしていきますが、お子様の登下校の様子を見守っ

たり、話を聞いたりするとともに、今一度御家庭でも安全な登下校の仕方について御指導ください。 

１．上着を着る時にも、名札をつけます。（緊急時にすぐに名前が分かるように） 

 

２．登下校時、寒いときには、手袋・マフラー・ネックウォーマーを着用してもよいです。 

  ただし、マフラーを着用するときは、マフラーの端が引っ掛かることによるケガを防止するため、端

を服の中に入れたり、フリンジ（マフラー端にある飾り）がない物を選んだりするなど安全に気を付

けましょう。 

 

３．登下校や学校にいる間は、耳当てをしたり、フードをかぶったりしないようにします。（安全面。ま

わりの音が聞こえるように） 

また、フードがついている上着は、ケガ防止のため、体育の授業中は使用しないようにします。 

 

４．袖口から手を出します。ポケットに手を入れないようにします。（衛生面と転倒時の対策のため） 

 

５．上着は前を閉めて着ます。（どこかに引っかかったり、ファスナーやボタン部分がまわりの子にぶつ

かったりしないように） 

 

６．上着を着ないときはたたんでロッカーにしまいます。（教室内は暖房が入るため、自分でしっかりと

体温調節ができるように、ロッカーに整頓してしまえる程度の上着を身に着ける） 

 

７．半袖の体操服の下に長袖のシャツを着ないようにし、長袖の体操服を着るようにしましょう。 

  ハイソックスをはく場合には、ひざが出るようにします。（動きやすくするため） 

 

８．使い捨てカイロは、体調を崩しているときは使ってよいです。その際は担任に申し出て、記名した上

でポケットに入れたままにするなど目立たないように使いましょう。（低温やけどの防止。学習活動

中の集中の妨げにもなるため）また、きちんと持ち帰ってください。 

 

９．11月から 2月までは、帰宅時刻（家にいる時刻）が 16：30になります。 

 

10．筆記用具（筆箱・鉛筆・消しゴム・定規・下敷き等）は、できるだけ絵やキャラクターのないもの

（派手でないシンプルなもの）を使用するようにしたいです。 

（授業や学習に集中するため、また、紛失・盗難等のトラブルを防ぐため） 

 

 

 

 


